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干潟のアナジャコの巣穴の中には，数種類の生物がすんでいる．	

Ａ：アナジャコ（巣穴の主）．Ｂ：ヒメマスオ（二枚貝）．Ｃ：小型カイアシ類（オレンジ色の斑点）	



各生物が何を食べているかを「安定同位体比」というもので調べました	

横軸（炭素同位体比）は栄養源を，縦軸（窒素同位体比）は栄養段階を表します．	



わかったこと：同じ穴の中に棲んでいても，食べているものは違う	

・ヒメマスオの主な餌＝海洋POM（海の濁り）	  
・アナジャコとカイアシ類は，海洋POMおよび底生微細藻（干潟の表面にいる小さなコケ）がそれぞれ　	  
　約半分ずつであることが分かった．	  
・また栄養段階については，ヒメマスオが最も低く，その次にアナジャコ，カイアシ類と続くことがわ	  
　かった．	  
・河川ＰＯＭ（川の水の濁り）はこれらの生物の餌でないことが分かった．	


